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岸
田
正
義
（
市
議
会
民
主
党
）

　

契
環
境
を
守
る
た
め
に
多
く
の
市
民
の
方
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
横
の
連

携
は
あ
る
か
。
形
市
全
体
の
緑
を
守
る
に
は
行
政

単
独
で
は
限
界
が
あ
る
。
市
民
、
事
業
者
、
市
が

連
携
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。
径
市

の
計
画
に
は
、
戦
略
に
基
づ
い
て
戦
術
を
立
て
実

施
計
画
を
作
る
と
い
う
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
が
足

り
な
い
。
現
状
に
危
機
感
を
持
ち
、
全
庁
を
挙
げ

て
取
り
組
む
べ
き
。
恵
点
を
結
び
線
に
し
て
、
桜

の
回
廊
を
作
ら
な
い
か
。

　

環
境
部
長　

契
団
体
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
少

な
い
の
が
現
状
。
形
個
別
に
連
携
し
な
が
ら
や
っ

て
い
る
が
、
そ
れ
を
組
織
立
て
て
連
携
す
る
こ
と

は
、
ご
指
摘
ど
お
り
の
課
題
が
あ
る
。

　

市
長　

径
緑
の
取
組
は
多
方
面
に
わ
た
り
、
各

部
課
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
進
め
た
い
。
恵
桜
の

小
金
井
を
復
活
さ
せ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
。

■
そ
の
他
、
学
校
教
育
の
未
来
と
地
域
に
お
け
る

学
校
の
役
割
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

水
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
へ

水
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
へ
のの

取
組
を
問

取
組
を
問
うう

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

東
日
本
大
震
災
の
あ
っ
た
３
月　

日
を
目
前
に
、

１１

防
災
対
策
に
つ
い
て
質
問
す
る
。
契
国
や
都
の
防

災
計
画
等
の
見
直
し
に
よ
る
課
題
は
何
か
。
形
住

民
の
自
発
的
な
防
災
活
動
は
当
然
だ
が
、
公
的
な

責
任
が
後
退
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
。
径
木
造
住
宅
耐
震
助
成
を
拡
充
し

な
い
か
。
恵
図
上
訓
練
等
の
検
討
を
。
慶
東
日
本

大
震
災
の
被
災
者
へ
引
き
続
き
支
援
を
。

　

危
機
管
理
担
当
部
長　

契
多
摩
直
下
型
の
被
害

想
定
が
一
番
大
き
い
。
国
や
都
の
計
画
と
整
合
性

を
持
つ
よ
う
に
す
る
。
形
最
低
限
の
食
料
、
生
活

必
需
品
等
の
備
蓄
は
進
め
る
。
恵
地
域
防
災
計
画

の
修
正
の
進
捗
を
踏
ま
え
て
対
応
し
て
い
く
。
慶

被
災
者
支
援
は
、
情
報
提
供
と
ニ
ー
ズ
調
査
を
行

っ
て
い
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
担
当
部
長　

径
普
及
啓
発
を
推
進

し
た
い
。

■
そ
の
他
、
認
知
症
対
策
の
充
実
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

市
民
の
命
と
財
産
を
守

市
民
の
命
と
財
産
を
守
るる

防
災
対
策
の
充
実

防
災
対
策
の
充
実
をを

百
瀬
和
浩
（
み
ん
な
の
党
）

　

危
機
的
な
財
政
状
況
に
お
い
て
も
、
防
災
は
最

優
先
の
課
題
で
あ
る
。
今
後　

年
の
間
に　

％
の

３０

７０

確
率
で
起
こ
る
と
言
わ
れ
る
、
南
関
東
を
震
源
と

し
た
Ｍ
７
ク
ラ
ス
の
直
下
型
地
震
に
備
え
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
自
助
７
割
、
共
助
２
割
、
公
助
１

割
の
現
実
の
中
、
市
民
の
防
災
意
識
の
啓
発
が
行

政
の
大
き
な
役
割
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　

危
機
管
理
担
当
部
長　

過
去
の
震
災
で
は
、
住

民
同
士
の
助
け
合
い
に
よ
り
多
く
の
人
命
が
救
わ

れ
て
い
る
。
発
災
時
の
自
助
、
共
助
の
重
要
性
は

明
ら
か
で
、
市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
出
前
講
座
、

防
災
訓
練
や
防
災
講
習
会
な
ど
で
、
自
助
の
必
要

性
や
自
助
の
備
え
に
関
す
る
啓
発
、
ま
た
、
地
域

防
災
力
向
上
や
地
域
に
お
け
る
共
助
の
推
進
に
努

め
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、
こ
れ
ま
で
の
防
災
の
取
組
に
加
え
、

事
前
復
興
計
画
の
策
定
と
復
興
模
擬
訓
練
の
実
施

を
研
究
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

防
災
・
減
災
そ
し

防
災
・
減
災
そ
し
てて

事
前
復
興
計
画
構
築
に
向

事
前
復
興
計
画
構
築
に
向
けけ
てて

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

　

虚
日
本
人
の
死
亡
率
の
１
位
は
が
ん
で
あ
る
が
、

が
ん
検
診
の
受
診
率
は
低
い
。
コ
ー
ル
・
リ
コ
ー

ル
（
個
別
受
診
勧
奨
）
制
度
を
活
用
し
て
、
受
診

率
の
向
上
を
。
契
乳
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
の
効
果
と
今
後
の
取
組
は
。
形
胃

が
ん
リ
ス
ク
検
診
を
実
施
し
、
ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌

を
勧
め
よ
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
受
診
率
は
、
子
宮
頸
が
ん

は　

・
２
％
が　

・
２
％
に
、
乳
が
ん
は　

・
４

１２

１６

１２

％
が　

・
１
％
に
上
が
っ
た
。
個
別
受
診
勧
奨
も

１９

適
切
に
判
断
し
た
い
。
形
任
意
型
検
診
で
実
施
す

る
選
択
肢
は
あ
る
。

　

許
農
工
大
・
多
摩
小
金
井
ベ
ン
チ
ャ
ー
ポ
ー
ト

と
、
高
架
下
の
事
業
創
造
セ
ン
タ
ー
「
Ｋ
Ｏ
儿
Ｔ

Ｏ
」
と
の
連
携
で
、
市
内
へ
の
企
業
誘
致
を
進
め

よ
。
起
業
の
状
況
と
今
後
の
支
援
は
。

　

市
民
部
長　

卒
所
７
社
の
う
ち
市
内
に
定
着
し

た
の
は
４
社
。
定
着
率
を
上
げ
る
支
援
を
し
た
い
。

　

市
長　

期
待
し
て
い
る
。
協
力
し
て
い
き
た
い
。

実
の
あ

実
の
あ
るる

「
が
ん
予
防
施
策
」

「
が
ん
予
防
施
策
」のの
実
施
を

実
施
を

避
難
者
交
流
会
／
産
科
医

避
難
者
交
流
会
／
産
科
医
療療

補
償
制
度
の
見
直
し

補
償
制
度
の
見
直
し
をを

遠
藤
百
合
子
（
自
民
党
小
金
井
）

　

虚
家
族
介
護
を
す
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い
る

中
、
家
族
介
護
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
望
ま

れ
て
い
る
。
契
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
対

応
は
。
形
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
地
域
事
業
者
と
の
連
携
は
。

径
認
知
症
対
策
の
現
状
は
。　

　

福
祉
保
健
部
長　

契
家
族
介
護
教
室
や
介
護
者

相
互
の
交
流
会
等
の
開
催
に
よ
り
、
心
身
の
負
担

軽
減
を
図
っ
て
い
る
。
形
や
す
ら
ぎ
支
援
事
業
の

周
知
を
図
り
つ
つ
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

情
報
を
集
約
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
い
き
た

い
。
径
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
、
各
種
相

談
等
の
実
施
、
認
知
症
連
絡
情
報
交
換
シ
ー
ト
を

利
用
し
た
制
度
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

　

許
「
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
」
の
周
知
を
。　　

　

福
祉
保
健
部
長　

今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

　

距
首
都
直
下
型
地
震
発
生
時
の
対
応
と
体
制
の

見
直
し
は
。

　

危
機
管
理
担
当
部
長　

全
職
員
で
対
応
す
る
。

ま
た
、
体
制
強
化
を
検
討
し
て
い
る
。

家
族
介
護
者
サ
ポ
ー
ト

家
族
介
護
者
サ
ポ
ー
ト
のの

更
な
る
充
実

更
な
る
充
実
をを

林　

倫
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

虚
契
転
入
者
へ
の
ご
み
分
別
周
知
方
法
は
。
市

民
と
協
力
し
て
窓
口
で
の
周
知
を
。
形
容
器
包
装

リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
無
料
で

分
別
回
収
し
な
い
か
。
径
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
協
力

店
を
増
や
さ
な
い
か
。

　

ご
み
対
策
課
長　

契
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ

ン
ダ
ー
の
全
戸
配
布
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
。

大
学
の
窓
口
に
カ
レ
ン
ダ
ー
を
置
い
て
も
ら
う
こ

と
を
検
討
中
。
第
二
庁
舎
１
階
で
の
対
応
は
課
題

が
多
い
。
径
認
定
要
件
の
問
題
で
協
力
店
が
増
え

な
い
と
感
じ
る
。　

店
舗
を
目
標
に
拡
大
し
た
い
。

１０

　

市
長　

形
分
別
が
徹
底
し
に
く
く
な
る
た
め
、

現
状
ど
お
り
と
し
、
無
料
回
収
す
る
考
え
は
な
い
。

　

許
市
民
後
見
制
度
に
つ
い
て
。
契
現
状
と
課
題

は
。
形
市
民
後
見
人
養
成
の
考
え
は
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
相
談
は
増
加
中
。
本
市
で

市
民
後
見
人
が
成
年
後
見
人
等
に
選
任
さ
れ
た
の

は
１
件
。
形
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
地

域
福
祉
課
を
中
心
に
始
め
ら
れ
る
よ
う
努
め
た
い
。

不
燃
系
ご
み
の
減
量

不
燃
系
ご
み
の
減
量
／／

市
民
後
見
制
度
に
つ
い

市
民
後
見
制
度
に
つ
い
てて

斎
藤
康
夫
（
市
民
会
議
）

　

第
二
庁
舎
は
駐
車
場
を
含
め
て
床
面
積
は
６
千

　

釈
で
、　

年
間
の
家
賃
が　

・
３
億
円
で
あ
る
。

８００

２０

５２

新
庁
舎
の
床
面
積
は
１
万
６
千
釈
で
、
建
設
費
が

　

億
円
の
計
画
で
あ
り
、　

年
間
は
使
用
で
き
る
。

５５

５０

半
分
以
下
の
床
面
積
で
半
分
以
下
の
使
用
年
限
な

の
に
同
じ
予
算
で
あ
る
。
同
じ
経
費
で
４
分
の
１

の
成
果
し
か
得
ら
れ
て
い
な
い
。
契
こ
れ
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。
形
新
庁
舎
建
設
の
資
金
計
画

は
。
径
他
自
治
体
の
ケ
ー
ス
を
参
考
に
し
て
、
財

政
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
敷
地
の
容
積
率
を
ア

ッ
プ
さ
せ
、
土
地
資
産
を
活
用
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

市
長　

契
過
去
の
経
過
か
ら
、
賃
貸
の
庁
舎
し

か
方
法
が
な
か
っ
た
。

　

庁
舎
建
設
等
担
当
課
長　

形
一
般
財
源
の
負
担

軽
減
等
、
し
っ
か
り
と
し
た
財
源
計
画
を
立
て
る
。

　

都
市
整
備
部
長　

径
過
去
に
容
積
率
を
上
げ
る

議
論
は
あ
っ
た
が
、
都
市
計
画
制
度
が
変
更
と
な

り
、
現
在
で
は
困
難
で
あ
る
。

庁
舎
建
設
は
土
地
資
産
活

庁
舎
建
設
は
土
地
資
産
活
用用

で
財
政
負
担
軽
減
せ

で
財
政
負
担
軽
減
せ
よよ

片
山　

薫
（
市
民
自
治
）

　

虚
契
防
災
計
画
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
。

雪
害
の
状
況
を
把
握
し
、
多
摩
地
域
で
の
防
災
協

定
の
見
直
し
を
し
て
は
ど
う
か
。
形
５
市
の
社
会

福
祉
協
議
会
が
連
携
し
た
、
原
発
事
故
の
避
難
者

交
流
会
が
開
か
れ
る
。
市
と
社
会
福
祉
協
議
会
が

連
携
し
て
継
続
的
な
支
援
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

　

危
機
管
理
担
当
部
長　

契
４
月
に
開
か
れ
る
会

議
で
話
し
合
い
た
い
。
形
避
難
者
に
情
報
提
供
を

す
る
。

　

許
産
科
医
療
補
償
制
度
に
よ
る
剰
余
金
が　

～
８００

千
億
円
近
く
に
な
っ
て
い
る
。
本
来
は
出
産
事
故

に
対
す
る
補
償
で
は
な
く
、
全
て
の
障
が
い
児
が

対
象
の
福
祉
政
策
が
必
要
だ
が
、
市
の
見
解
は
。

　

保
険
年
金
課
長　

現
在
、
必
要
な
見
直
し
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。

■
そ
の
他
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
の
活
用
に

つ
い
て
質
問
し
た
ほ
か
、「
選
挙
の
際
、
特
定
候
補

者
の
応
援
に
市
長
会
事
務
局
を
使
う
べ
き
で
は
な

い
」
と
い
う
見
解
を
市
長
に
確
認
し
ま
し
た
。

中
根
三
枝
（
自
民
党
小
金
井
）

　

文
部
科
学
省
は
昨
年　

月
、
学
校
教
育
法
施
行

１１

規
則
一
部
改
正
を
行
い
、
自
治
体
判
断
で
土
曜
授

業
の
実
施
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
土
曜
授
業

に
関
す
る
検
討
チ
ー
ム
の
ま
と
め
で
は
、
土
曜
授

業
を
望
む
保
護
者
が
３
割
以
上
で
あ
っ
た
。
契
本

市
の
児
童
・
生
徒
の
土
曜
日
の
現
状
は
。
形
今
後

変
更
の
予
定
は
あ
る
か
。
径
報
道
さ
れ
て
い
る
教

育
委
員
会
改
革
に
つ
い
て
小
金
井
市
の
対
応
は
。

　

学
校
教
育
部
長　

契
授
業
公
開
、
学
校
行
事
、

道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座
や
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
教
室

な
ど
を
実
施
。
形
東
京
都
教
育
委
員
会
の
方
針
を

受
け
、
す
で
に
対
応
し
て
い
る
。

　

生
涯
学
習
部
長　

契
校
庭
開
放
事
業
、
放
課
後

子
ど
も
教
室
の
活
用
や
、
合
唱
教
室
、
工
作
教
室

を
行
っ
て
い
る
。

　

市
長　

径
制
度
が
で
き
れ
ば
従
う
が
、
市
長
の

介
入
が
強
ま
る
こ
と
は
あ
ま
り
適
切
で
は
な
い
。

■
そ
の
他
、
自
動
二
輪
車
駐
車
場
の
現
状
と
必
要

性
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
令
へ

文
部
科
学
省
令
へ
のの

対
応
対
応
はは

湯
沢
綾
子
（
自
民
党
小
金
井
）

　

虚
契
東
町
一
・
五
丁
目
へ
の
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
バ
ス
の

導
入
に
つ
い
て
、
市
民
か
ら
強
い
要
望
が
あ
る
。

東
小
金
井
の
回
遊
性
を
高
め
る
た
め
に
も
検
討
を

お
願
い
し
た
い
。
形
道
路
幅
等
が
問
題
な
ら
、
Ｃ

ｏ
Ｃ
ｏ
バ
ス
・
ミ
ニ
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　

都
市
整
備
部
長　

契
東
町
五
丁
目
は
道
路
幅
員
、

交
通
規
制
等
の
関
係
で
運
行
が
困
難
。
東
町
一
丁

目
の
東
中
へ
入
る
道
路
に
つ
い
て
警
察
と
協
議
し

た
が
、
踏
切
が
近
い
た
め
危
険
と
判
断
し
た
。
形

定
員
や
費
用
面
で
の
問
題
も
あ
る
。
平
成　

年
の

３０

新
庁
舎
建
設
の
時
期
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
車
両

や
ル
ー
ト
の
変
更
を
総
合
的
に
判
断
し
た
い
。

　

許
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
依
存
に
よ
る
子
ど
も
の
学

力
や
成
長
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
新
技
術
へ

の
順
応
が
早
い
子
ど
も
た
ち
に
対
応
す
る
た
め
、

努
め
て
現
状
の
把
握
と
対
策
を
。

　

学
校
教
育
部
長　

校
内
研
修
や
専
門
家
を
講
師

に
招
く
な
ど
し
て
、
学
校
で
の
問
題
意
識
を
高
め

て
い
き
た
い
。

東
町
東
町
一一
・・
五
丁
目

五
丁
目
にに
Ｃ
ｏ
Ｃ

Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏｏ

バ
ス
／
ス
マ
ホ

バ
ス
／
ス
マ
ホ
依依
存存


